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　貿易商務に関する研究は，その内容として貿易売買
契約の原理およびこれに関する国際慣習を商学的に研
究する国際売買論を中心としながら，しかも，それら
が現実の貿易売買における技術的・常規的仕法，総じ
て貿易の商務ないし実践とどのような関連をもってい
るか，また，どのように適用せられるべきかを研究す
べきものである。
　この分野におけるこの国のこれまでの研究成果は，
その内容からして，これを大ぎく二つの範疇に分類で
きるように考える。
　すなわち．一方は，貿易商務論なる名称のもとで研
究がなされながら，実はその内容においては，国際売
買慣習に関し欧米諸国において歴史的に法律的に研究
され完成された既存の理論を，分析し綜合して自分の
理論として主張しているような方向である。
　この国の貿易の事情，商務の実態はもとよりのこ
と，およそ国際貿易の事情，実態を直接に研究の素材
とするよりは，むしろ，欧米において既に完成され出
（53）
社会科学研究所年報No．　5
来あがった理論を素材としたこの方向の研究は，しか
も，そこに，強い問題意識も，また，現実的な必要性
をも認めがたいものが多い。したがって，このような
方向でなされている研究は，この国の貿易商務の事情
ないしは実態と，何等の直接的な関連をもたないし，
この国の貿易に対する実践性は，きわめて乏しいとい
わざるをえない。
　研究のいま一方は，貿易売買の日常的な技術的な仕
法や機械的な輸出入手続の解説に終始している商務便
覧的な方向である。
　この方向における研究は，いずれも，この国の貿易
商務の事情ないしは実態を，直接その素材としている
点においては，きわめて実践性をもつものといえよ
う。しかしながら，余りにも現実に接近し過ぎ，近視
眼的であり，そこには，問題意識と実践意識だけが強
くて，学問意識と原理意識とが欠けており，したがっ
て，現実の素材を整理し分類して，これを体系づけう
るだけの把握理論を欠いている。したがって，そこで
形成される商務論なるものは，きわめて具体的，個別
的，経験的な貿易商務の現実もしくは素材を，きわめ
て狭い時間的，場所的な視野に立って解説するだけの
実務論であり，便覧であり，体験録であって，そこに
は素材はあるが，理論はみあたらない。
　これらの素材は，強い学問意識と原理意識のもと
に，ある種の把握原理にみちびかれて，広い時間的場
所的な視野のもとに整理され，次第に，現実から遠の
きながら抽象化され体系づけられなくてはならない。
　およそ，貿易商務に関する研究は，実践性を欠いた
空論であってはならないし，また同時に，理論性に欠
けた便覧の類にとどまってはならない。
　従来，この分野でみられた上記したような2方向の
それぞれの欠陥を救うためには，新しい貿易商務論の
研究方法がうち出されなくてはならないQ
　そしてそこでは，この国の貿易事情，商務の実態を
素材としながら，これを強い学問意識と把握原理のも
とに整理し，抽象化し，理論づける方向において，理
論性と実践性とをかねそなえた貿易商務論の研究が開
始されなくてはならない。
　私は，過去数年にわたって行ってきた貿易商務実態
調査の結果，あるべき貿易商務論のためには，これま
での先輩同学諸氏の著作論文が大きく書き改められな
くてはならないとの確信をますます強めるとともに，
あるべき貿易商務論の課題と構想とをほぼ把握できた
ように思う。その具体的な成果については，動態的貿
易商務論として，近くこれを公にしたいと考えてい
るo
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